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１．年頭のあいさつ
２．全国農業委員会会長代表者集会及び農業者年金加入推進セミナーに参加
３．さが農業経営相談所に係る相談内容等
４．農業法人等の事業承継に関する研修会を開催
５．農業者年金の加入推進
６．全国農業新聞の普及推進
７．常設審議委員会の結果(11月、12月)
８．行事予定

１．年頭のあいさつ

あけましておめでとうございます。

農業委員・農地利用最適化推進委員、関係機関・団体等

会員の皆様には、日頃から農業会議の業務推進について、

格別のご理解とご支援を賜り心からお礼を申し上げます。

さて、昨年を振り返ってみますと大規模な地震や台風、

西日本豪雨、記録的な猛暑など自然災害の脅威を痛感した

一年で災害の経験から全国的に防災意識が高まり、多くの

人が自助・共助の大切さを再認識した年であったと思いま

す。このようなことから師走恒例の漢字一文字では「災」

に決まりましたが、本年は、「災い転じて福となす」とことわざにもあるように、

幸福な年になることを願っているところです。また、今年の干支は「亥」ですが、

猪は肉の栄養価が高く病気予防になることから無病息災の象徴とされ、目標に向

かって猛進し人を助ける「火の神の化身」ともされているようです。

私ども農業委員会組織は、「農地利用の最適化の推進」について、農業委員と

農地利用最適化推進委員がさらに連携を深めながら、担い手への農地の利用集積

・集約化、遊休農地の発生防止･解消、新規参入の促進等の取り組みを強化しな

ければなりません。

このため、これまで以上に活動の強化を図るとともに、農業者の皆様に寄り添

った活動を展開して参りたいと決意を新たにしています。

農業者が将来に希望を持って、安心して農業経営に取り組むとともに次世代に

つなぐことができる農業を実現するためにも、皆様方のお力添えをお願い申し上

げます。

結びに、皆様方の益々のご健勝を心からご祈念申し上げ、新年のごあいさつと

させていただきます。
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